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 『Studio“F”』Ｎｏ.５の発行です。 

 ２月は島大附属幼稚園と忌部小学校の２件依頼があ

りました。島大附属幼稚園は３年連続の依頼となり、忌部

小学校は昨年度に引き続き入学説明会用プログラムでの

依頼でした。 

TOPIC 

・島大附属幼稚園 

・忌部小学校 

・親楽ファシリテーター事業 

          年度末報告会 

親楽ファシリテーター通信 

島大附属幼稚園 親楽 2 月 2 日（金） 
 附属幼稚園は、月に１回「子育て学習会」を実施しており、その中の１回を親楽として毎年依頼をしてもらっています。実施時

間は80 分となっているので、全体共有の時間がゆったり確保することができます。 

保護者 11 名参加 

〈プログラム名〉 ４－③ 「しかる基準は？」【ランキング】 

〈ファシリテーター〉 山根 博幸 さん 

〈内容〉 

アイスブレイク：「バースデイチェーン」でグループ分け、「１円玉クイズ」「自己紹介」 

ワーク：「しかる基準」についてグループで考えました。どのグループも活発に意見交 

換され、それぞれのしかる基準や思いについて話をしました。最後のアドバイスタイム 

では、「しかる」と「おこる」の違いについて話をしてもらいました。 

2024.3.12(火) №5 

忌部小学校 親楽 2 月 8 日（木） 
 忌部小学校では、新入生保護者会説明会後に親楽を実施しました。親楽の和や 

かな雰囲気のまま PTA の役員決めもスムーズに行われました。 

保護者・教員 12 名参加 

〈プログラム名〉 特別プログラム「我が子への関りで大切にしたいこと」【カードワーク】 

〈ファシリテーター〉 高橋 杏実奈 さん 

〈内容〉 

アイスブレイク：自己紹介のみ（一番早く起きた人から） 

ワーク：30 分の短縮バージョンで実施したので、グループの自己紹介後すぐに 

ワークに入りました。30 分の中で全体共有も行い、参加者のみなさんは前向 

きな気持ちになり会は終了しました。 

 
≪参加者の感想≫ 

・新しい場所にこれから飛び込む不安もあると思うので、今日シェアしたこと

を生活に取り入れたい。 

・子どもに対して自分がどうありたいかを考え直す良い機会になったと思う。 

≪参加者の感想≫ 

・改めてどんなときにしかるのか、どういう気持ちでしかるのかをシェアできておもし

ろかったです。 

・いつも感情的にしか伝えられず、子どもに対して一貫性がないな…と自覚して

いたので、“子どもの立場になって諭す”を意識して子育てしたいと思いました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松江市教育委員会生涯学習課  担当：石倉・山田 
〒690-8540 松江市末次町86   TEL：55-5288   FAX：55-5543 

E-mail : oyagaku@city.matsue.lg.jp 
 

☆皆様からのご意見や情報提供、お待ちしております。どうぞよろしくお願いします。 
 

【連絡事項】 

・令和６年度 親楽ファシリテーター派遣事業に係る意向調査について 

※ 意向調査提出がまだの方は、添付の回答票、または、右の QR コードを使って報告を 

お願いします。 

※ ボランティア保険については、ホームページで、ご確認ください。 

「全国社会福祉協議会 福祉サービス総合保障」で検索できます。 
 

・R６ 親楽ファシリテーター認定交付式 及び 情報交換会について 

 標記の会を 4 月下旬に予定しています。日にちが決まりましたら連絡しま 

すので、是非、ご出席ください。 

 R6 年度の「親楽ファシリテーター養成講座」は、6 月に『親楽２』の養成講 

座を実施し、9 月に通常の『親楽』養成講座の実施を予定しています。 

 現ファシリテーターの方、是非『親楽２』の参加よろしくお願いします。 

QR コード 

R5 認定交付式写真 

親楽ファシリテーター事業 年度末報告会 3 月 1 日（金） 
 年度末報告会の内容を共有したいと思います。 

＜事務局の説明について＞ 

・親楽の依頼件数は 11→9 に減ったが、依頼団体は増えている。 

・親楽の来年度予算は、若干減るが対応できる範囲である。 

・ファシリテーターの謝金は、実施団体が支出するので市の予算関係なく実施が 

できる。依頼がたくさん来ても問題ないです。 

＜意見交換でのアイディア＞ 

・新入生説明会用の特別プログラム実施の際に、「我が子への関りで大切にしたいこと」をいくつか事前に記入して参加者に

配れば、参加者は書く枚数が少なくてもいろいろなカードを選べる 

ので参加しやすいと思う。→【R6 採用しようと思います】 

・高校の探究の時間で親楽を使ってもらえるようコーディネーターが 

いる学校に PR する。 

・3 月に親楽実施の依頼を幼稚園・保育所・小学校に送る。 

・公民館の乳幼児学級で親楽を実施できないか 3 月に依頼する。 

 その後、場所をかえての懇親会も楽しく情報交換することができ 

ました。また来年度も実施するので、是非ご参加ください。 

mailto:oyagaku@city.matsue.lg.jp

